
肯定的に見ると… 
 

ちょうど個人の手紙が、その書いた人
の人となりを表すように、説教や書い
たメッセージについても同じ事が言え
ます。ですからアグルが書いた30章
から、私たちは彼についてかなりの事
を知る事が可能だと言えるでしょう。 
 

それが顕著に現れているのが、30章7
節から9節までのアグルの祈りです。
これは箴言の中で著されている唯一の
祈りです。(注:ある翻訳では30章1節
にも祈りという言葉が入っています)
マタイ6章の主の祈りのように、アグ
ルの願いは少ないです。しかしそれを
見る時、彼にとっては何が重要であっ
たかを知る事ができます。 

 
30:7-9で、自分の罪について祈った
後、アグルのメッセージの焦点は、他
の人たちの罪と傲慢さについてです。
Bの問答文に見られるように、疑う者
や罪人は彼の言葉について不満を言い
ますが、彼は罪と裁きについて書く事
を躊躇しませんでした。　  
 

アグルのメッセージを否定的に見る事
は簡単ですが、箴言30章には素晴ら
しい事がたくさんあります。特に、イ
ラスト（例話）において、この章はと
ても豊かであると言えます。アグルは
私たちが神のみことばからも(30:2-6)
創造からも学べると信じていました
(30:10-33)。

C (      )  私たちはアグルの書いたものから、彼を知ることができる。
C-1 (     )  彼は謙遜な人である。 (30:1-9, 18)

C-2 (     )  彼は神のことばを信じた。(30:5-9)

C-3 (     )  彼は救いを失うことを恐れた。 (30:7-9)

C-4 (     )  彼はおそらく若くはなかった。 (30:7, 11-14)

C-5 (     )  彼は多くの事を見極めることができた。 (30:11-33)

C-6 (     )  彼は事がスムーズに行く事を求めた。 (30:10, 21-23, 29-33)

D (      )  アグルの教えは良いものである。
D-1 (     )  彼は良い質問をした。 (30:4)

D-2 (     )  彼のあげた例は、みな理解しやすいものだった。 

D-3 (     )  彼はどのように祈るべきかを教えた。 (30:7-9, マタイ6:9-13)

D-4 (     )  彼の言った多くの事は、覚えやすい。
D-5 (     )  彼の教えには、適用があった。(30:6, 10, 32-33)

D-6 (     )  彼は、貪欲が本当にどんなものかを教えた。 (30:11-17)

D-7 (     )  争いをどのように避けられるか教えた。(30:10, 21-23, 32-33)

D-8 (     )  傲慢について説教した。 (30:6, 9, 11, 13, 17, 18, 24-28, 32-33)

下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しい
と思うものには(△)をつけて下さい。


